
特
集
─

１

変貌するアフリカ
「
独
立
の
年
」
か
ら
半
世
紀
間
の
検
証
、
紛
争
と
暴
力
、
民

主
化
と
伝
統
的
権
威
と
い
う
視
点
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
地
域

の
内
な
る
変
容
を
解
き
明
か
す
。
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二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、「
ア
フ
リ
カ
独
立
五
〇
年
」
の
時
期
を

迎
え
、ア
フ
リ
カ
現
代
史
に
関
す
る
著
作
の
刊
行
が
相
次
い
で
い
る
。

そ
の
な
か
で
も
代
表
的
な
著
書
は
次
の
三
冊
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
『
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ　

比
較
史
』（
二
〇
〇
四

年
）
は
主
と
し
て
研
究
者
と
学
生
向
け
に
書
か
れ
た
研
究
書
で
、
著

者
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（Paul N

ugent

）
は
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
大
学
歴
史
学
部
教
授
（
ア
フ
リ
カ
比
較
政
治
史
）
で
あ
る
。
主
要

著
書
に
『
ガ
ー
ナ
に
お
け
る
民
族　

発
明
の
限
界
』（
二
〇
〇
〇
年
）、

『
ガ
ー
ナ
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
マ
ン
、ス
モ
ー
ル
ボ
ー
イ
お
よ
び
政
治
』

（
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
本
書
は
記
述
に
若
干
の
間
違
い
や
誤
植

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
容
は
高
度
で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
を
研
究
す
る

学
者
、
ア
フ
リ
カ
問
題
を
さ
ら
に
勉
強
し
よ
う
と
す
る
学
生
に
と
っ

て
有
用
で
あ
る
。
構
成
は
テ
ー
マ
別
で
、
大
ま
か
な
時
期
区
分
に

よ
っ
て
お
り
、
各
国
史
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ

ン
ト
は
ア
フ
リ
カ
現
代
史
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
理
論
的
事
項
、
た
と

え
ば
分
析
枠
組
み
、
ア
フ
リ
カ
現
代
史
論
争
、
ア
フ
リ
カ
の
独
立
、

独
立
に
お
け
る
継
続
と
断
絶
、「
計
画
さ
れ
た
脱
植
民
地
」論
、パ
ン
・

ア
フ
リ
カ
の
思
想
、
近
代
化
と
伝
統
、
部
族
と
部
族
主
義
、
ア
フ
リ

カ
社
会
主
義
、
軍
事
支
配
、
第
二
の
解
放
、
構
造
調
整
政
策
、
多
党

制
と
民
主
主
義
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て

議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
視
点
は
ペ
シ
ミ
ズ
ム
だ
が
、
二
一
世
紀
の

新
し
い
動
向
に
も
注
目
し
て
い
る
。

ア
ー
ノ
ル
ド
『
ア
フ
リ
カ　

現
代
史
』（
二
〇
〇
五
年
）
は
ア
フ

リ
カ
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
一
般
読
者
向
け
に
書
か
れ
た
概
説
書

ア
フ
リ
カ
独
立
五
〇
年
を
考
え
る

―
―
ア
フ
リ
カ
現
代
史
の
書
き
か
え
に
向
け
て

川
端
正
久
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１ 

変
貌
す
る
ア
フ
リ
カ

で
、
著
者
ガ
イ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（Guy A

rnold

）
は
ア
フ
リ
カ
の
紛

争
な
ど
ア
フ
リ
カ
問
題
全
般
に
わ
た
っ
て
多
く
の
著
書
を
執
筆
・
編

集
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

る
。
主
要
著
書
に
『
新
生
南
ア
フ
リ
カ
』（
二
〇
〇
〇
年
）、『
非
同

盟
運
動　

第
三
世
界
歴
史
辞
典
』（
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。
本
書

は
ア
フ
リ
カ
の
独
立
か
ら
現
在
ま
で
を
一
〇
年
ご
と
―
―
第
一
部
＝

一
九
六
〇
年
代
「
希
望
の
一
〇
年
」、
第
二
部
＝
一
九
七
〇
年
代
「
現

実
主
義
の
一
〇
年
」、
第
三
部
＝
一
九
八
〇
年
代
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ケ
ー

ス
」、
第
四
部
＝
一
九
九
〇
年
代「
新
し
い
方
向
と
認
識
」
―
―
に
時

期
区
分
し
て
い
る
。
構
成
は
地
域
別
、国
別
、テ
ー
マ
別
に
な
さ
れ
、

わ
か
り
や
す
く
、
と
り
わ
け
各
国
史
は
詳
細
で
正
確
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。
事
件
や
出
来
事
、
紛
争
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
は
圧
巻
で
あ

り
、
読
み
物
と
し
て
も
面
白
い
。
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
、
援
助
と
開

発
、
新
植
民
地
主
義
、
ア
フ
リ
カ
合
衆
国
論
な
ど
主
要
な
テ
ー
マ
と

理
論
的
事
項
に
も
的
確
に
論
及
し
て
い
る
。
植
民
地
主
義
批
判
の
姿

勢
を
明
確
に
示
し
、
視
点
は
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
で
、
ア
フ
リ
カ
・
ル

ネ
サ
ン
ス
論
に
近
い
。

メ
レ
デ
ィ
ス
『
ア
フ
リ
カ
の
状
態　

独
立
五
〇
年
史
』（
二
〇
〇
五

年
）
は
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
内
の
書
店
に
も
山
積
み
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
広
く
一
般
読
者
向
け
に
書
か
れ
た
物
語
ス
タ
イ
ル
の

平
易
な
読
み
物
で
、
著
者
マ
ー
テ
ィ
ン
・
メ
レ
デ
ィ
ス
（M

artin 
M

eredith

）
は
ア
フ
リ
カ
問
題
を
題
材
に
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
歴
史
家
で
あ
る
。
主
要
著
作
に
『
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ　

伝

記
』（
一
九
九
七
年
）、『
ム
ガ
ベ　

ジ
ン
バ
ブ
エ
に
お
け
る
権
力
と

略
奪
』（
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
大
ま
か
な
時
期

区
分
に
よ
っ
て
い
る
。
政
治
家
の
動
向
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
ビ
ッ
グ
マ
ン
政
治
論
で
あ
る
。
弱
点
は
記
述
の
根
拠
を
示
す

出
典
（
脚
注
）
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ロ
ー
ラ
ン
・
カ
ビ

ラ
は
大
統
領
警
護
隊
員
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
は
カ
ビ
ラ
の
い
と
こ
の
カ
ペ
ン
ド

大
佐
に
よ
る
宮
廷
ク
ー
デ
タ
で
あ
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は

興
味
深
い
解
説
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
点
で
、
研
究
者
に
は
不
満
が
残
る
内
容
で
あ
る
。
同
書
の

別
題
名
『
ア
フ
リ
カ
の
運
命　

解
放
の
希
望
か
ら
絶
望
の
深
奥
へ　

独
立
五
〇
年
史
』
の
象
徴
的
表
現
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
視
点
は

典
型
的
な
ペ
シ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
著
作
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
ク
ー
パ
ー
『
一
九
四
〇
年
以
降
の
ア
フ
リ
カ 

現
在
の
過

去
』（
二
〇
〇
二
年
）
は
一
九
四
〇
年
代
以
降
の
ア
フ
リ
カ
現
代
史

に
関
し
て
学
生
向
け
に
書
か
れ
た
標
準
的
教
科
書
で
あ
り
、
著
者
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
ー
パ
ー
（Frederick Cooper

）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
歴
史
学
教
授
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ム
『
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ
』

（
一
九
九
九
年
）
は
学
生
や
一
般
読
者
向
け
に
書
か
れ
た
入
門
書
で

あ
り
、
著
者
コ
リ
ン
・
レ
ー
ガ
ム
（Colin Legum

）
は
年
鑑
『
ア

フ
リ
カ
現
代
記
録
』（A

frica Contem
porary Record

）
編
集
者

と
し
て
周
知
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
デ
ル
フ
ェ
ー
ン
『
ア
フ
リ
カ
は
ど
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う
し
た
の
か
』（
二
〇
〇
四
年
）
は
学
生
と
開
発
関
係
者
向
け
に
書

か
れ
た
啓
蒙
書
で
あ
り
、
著
者
フ
ァ
ン
デ
ル
フ
ェ
ー
ン
（Roel van 

der V
een

）
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
外
務
省
で
働
い
た
経
験
の
あ
る
歴
史

家
で
あ
る
。
さ
ら
に
多
く
の
著
書
と
論
文
（
書
評
や
記
事
を
含
む
）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
三
冊
の
著
書
を
含
め
、
こ
う
し
た
著
書
と
論
文
を
ア
フ

リ
カ
現
代
史
研
究
と
し
て
一
括
り
（
参
考
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
）

に
し
、
現
代
ア
フ
リ
カ
政
治
経
済
に
関
す
る
議
論
内
容
を
検
討
し
、

主
要
な
テ
ー
マ
と
論
点
を
表
象
的
に
剔
出
し
整
理
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
現
代
史
の
書
き
か
え
に
向
け
た
基
礎
作

業
で
あ
る
。

１　

ア
フ
リ
カ
現
代
史
の
起
点

　
　

―
―
ア
フ
リ
カ
独
立
か
第
二
次
世
界
大
戦
か

ア
フ
リ
カ
現
代
史
の
起
点
（beginning

）
は
い
つ
か
。
多
く

の
論
者
は
ア
フ
リ
カ
現
代
史
の
出
発
点
を
ア
フ
リ
カ
独
立
に
設
定

し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
ア
ー
ノ
ル
ド
、
メ
レ
デ
ィ
ス
、

レ
ー
ガ
ム
の
著
書
、
そ
し
て
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
と
マ
ー
テ
ィ
ン
の
編
著

（Birm
ingham

 and M
artin: 1998

）、
ビ
ッ
セ
ル
と
ラ
ド
ゥ
の
編
著

（Bissell and Radu: 1984

）
な
ど
の
著
作
、
そ
し
て
そ
の
他
多
く

の
ア
フ
リ
カ
現
代
史
に
関
す
る
著
書
・
論
文
は
、
ア
フ
リ
カ
現
代
史

の
始
点
を
ア
フ
リ
カ
独
立
に
お
い
て
い
る
。

他
方
、
若
干
の
著
書
が
ア
フ
リ
カ
現
代
史
の
始
点
を
第
二
次
世
界

大
戦
に
お
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
ク
ー
パ
ー
『
一
九
四
〇
年
以
降
の

ア
フ
リ
カ
』
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
ア
フ
リ
カ
現
代
史
を
書
き
始
め

て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
歴
史
の
断
絶
と
い
う
点
で
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
ほ
う
が
ア
フ
リ
カ
独
立
の
形
式
的
モ
メ
ン
ト
よ
り

も
重
要
で
あ
る
、
独
立
を
分
岐
点
と
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
な
い
か

ら
で
あ
る
、
と
エ
リ
ス
（S. Ellis

）
は
ク
ー
パ
ー
著
書
に
対
す
る
書

評
に
お
い
て
、
ク
ー
パ
ー
の
視
点
を
強
調
し
て
い
る
（Ellis 2004: 

158

）。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（D

. M
. A

nderson

）
は
ク
ー
パ
ー
の
時
期

区
分
を
支
持
し
、
次
の
よ
う
に
評
言
し
て
い
る
。「
ア
フ
リ
カ
の
歴

史
家
に
と
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
中
頃
の
、
大
陸
の
ほ
と
ん
ど
に
お

け
る
植
民
地
支
配
の
終
焉
は
、
余
り
に
も
長
い
間
、
最
も
都
合
の

い
い
分
岐
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
幸
な
分
岐
に
よ
っ
て
、
歴
史
は

た
っ
た
二
つ
の
種
類
す
な
わ
ち
植
民
地
前
後
と
植
民
地
に
分
け
ら
れ

た
。
こ
の
過
ち
の
馬
鹿
ら
し
さ
は
ク
ー
パ
ー
『
一
九
四
〇
年
以
降
の

ア
フ
リ
カ
』
に
お
い
て
み
ご
と
に
暴
露
さ
れ
て
い
る
」（A

nderson 
2004: 309-310

）。

ク
ー
パ
ー
著
書
は
「
ア
フ
リ
カ
史
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
シ

リ
ー
ズ
第
一
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
ア
フ
リ
カ
現
代
史
は
第

二
次
世
界
大
戦
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
い
う
視
点
が
「
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
し
て
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
は
な
い
。
約
二
〇
年
前
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・

ア
フ
リ
カ
史
第
八
巻
（
一
九
八
四
年
）
は
一
九
四
〇
年
代
（
第
二
次

世
界
大
戦
）
を
画
期
と
し
、
他
方
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
フ
リ
カ
史
第
八

巻
（
一
九
八
五
年
）
は
一
九
三
五
年
（
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
）
を
画
期

と
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
（
現
代
）
史
の
時
期
区
分
は
依
然
と
し
て

重
要
な
論
点
で
あ
る
。

２　

ア
フ
リ
カ
独
立
の
意
味

　
　

―
―
民
族
運
動
が
獲
得
し
た
の
か

　
　
　
　

計
画
的
に
付
与
さ
れ
た
の
か

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
植
民
地
独
立
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
独
立

（independence

）
の
含
意
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
展
開

さ
れ
て
き
た
。
議
論
の
核
心
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
民
族
主
義
運
動
が

独
立
を
獲
得
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
植
民
地
宗
主
国
が
計
画
的
に
独

立
を
付
与
し
た
の
か
、
に
あ
る
。
脱
植
民
地
（decolonization

）

と
は
鋭
い
断
絶
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
か
っ
た
、
支
配
者
と
被
支
配

者
の
関
係
の
間
に
は
継
続
が
あ
る
、
と
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
指
摘
し

て
い
る
（N

ugent 2004: 56-57

）。
民
族
主
義
闘
争
の
高
尚
な
ド
ラ

マ
は
、
植
民
地
か
ら
立
ち
去
る
植
民
地
権
力
と
新
興
独
立
国
に
出
現

す
る
ア
フ
リ
カ
人
エ
リ
ー
ト
の
間
の
、
示
し
合
わ
せ
た
約
束
を
隠

蔽
す
る
た
め
の
煙
幕
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
主
張
す
る
論
者
も
い
る

（N
ugent 2004: 24

）。
新
植
民
地
主
義
理
論
で
は
、
独
立
は
み
せ
か

け
（pretense

）
と
分
析
さ
れ
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
理
論

に
よ
れ
ば
、独
立
は
継
続（continuity

）と
非
継
続（discontinuity

）

の
混
成
（hybridization

）
過
程
と
み
な
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
年
代
末
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
も
植
民
地
の
総

督
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
さ
ら
に
数
年
の
間
ア
フ
リ
カ
植
民
地
領

域
を
支
配
し
続
け
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。
一
九
五
九
年
の
あ

る
会
議
に
お
い
て
、「
彼
ら
は
独
立
の
あ
り
そ
う
な
日
付
を
考
え
て

い
た
。
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
は
た
ぶ
ん
最
初
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
、
そ

れ
は
一
九
七
〇
年
ま
で
で
は
な
か
ろ
う
。
ウ
ガ
ン
ダ
と
ケ
ニ
ア
は

一
九
七
五
年
頃
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
議
論
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
（M

eredith 2005a: 87

）。
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
現
実
に

は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
民
族
解
放
運
動
が
独
立
の
日
程
を
大
幅
に
前
倒

し
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

「
計
画
さ
れ
た
脱
植
民
地
」
に
関
す
る
議
論
は
フ
リ
ン
ト
（Flint 

1983

）
と
ピ
ア
ス
（Pearce 1984

）
に
よ
っ
て
一
九
八
〇
年
代
初

め
に
提
起
さ
れ
た
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
植
民
地
改

革
の
道
に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
定
し
、
そ
れ
が
脱
植
民
地
に
結
び
つ

い
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
飼
い
な
ら
し
た
買
弁
階
級
を
育
成
す

る
誘
惑
を
回
避
し
、
大
衆
的
支
持
を
示
威
す
る
民
族
主
義
者
に
権
力

を
引
き
わ
た
す
道
を
選
択
し
た
、
と
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
説
明
し
て

い
る
（N

ugent 2004: 24

）。
脱
植
民
地
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の
か
、

そ
れ
と
も
計
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余

地
が
あ
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
植
民
地
に
独
立
を
付
与
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
段

階
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
権
力
は
何
を
考
え
て
い
た
の
か
。
彼

ら
は
植
民
地
支
配
を
独
立
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
人
が
継
承
す
る
こ
と

に
安
心
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
彼
ら
は
植
民
地
支
配
を
終

焉
さ
せ
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
か
。
ゲ
イ
リ
ー
（H

. A
. 

Gailey

）は
前
者
を
願
望
的
思
考
と
解
釈
し
て
い
る（Gailey 2002: 9

）。

も
う
一
点
は
、
独
立
（independence

）
と
脱
植
民
地
（decolo-

nization

）
の
概
念
の
相
違
の
問
題
で
あ
る
（Gifford and Louis: 

1988

）。
脱
植
民
地
の
概
念
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
脱

植
民
地
と
は
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
植
民
地
主
義
権
力
を
暴
露
し
解
体
す

る
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
植
民
地
主
義
権
力
を
維
持
し
た
、
そ
し

て
政
治
的
独
立
を
達
成
し
た
あ
と
で
も
残
し
て
い
る
、
植
民
地
権
力

の
制
度
的
文
化
的
諸
勢
力
の
隠
さ
れ
た
諸
側
面
を
解
体
す
る
こ
と

を
、含
ん
で
い
る
」（A

shcroft et al. 1998: 63

）。ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー

ル
（J. Springhall

）
に
よ
れ
ば
、
脱
植
民
地
と
は
、
海
外
の
植
民

地
領
域
に
対
す
る
外
的
支
配
を
実
質
的
に
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
現
地

の
人
び
と
と
白
人
の
主
人
に
よ
る
手
段
、
新
た
な
種
類
の
関
係
の
形

成
を
、
通
常
は
意
味
し
て
い
る
（Springhall 2001: 3

）。
植
民
地

に
お
け
る
民
族
主
義
運
動
が
独
立
を
獲
得
し
た
政
治
過
程
を
、
独
立

を
付
与
す
る
に
至
っ
た
宗
主
国
の
政
治
過
程
を
再
検
証
す
る
こ
と
、

そ
し
て
独
立
と
脱
植
民
地
を
再
考
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ア
フ

リ
カ
独
立
か
ら
五
〇
年
の
現
在
、
独
立
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
再

度
、
ア
フ
リ
カ
側
か
ら
検
証
す
る
こ
と
は
価
値
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

３　

ア
フ
リ
カ
に
接
近
す
る
見
方

　
　

―
―
ペ
シ
ミ
ズ
ム
か
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
か

ア
フ
リ
カ
を
ど
の
よ
う
な
観
点
で
見
る
の
か
。
ア
フ
リ
カ
現
代

史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
観
点
（view

point

）
に
関
し
て
は
、
ペ
シ

ミ
ズ
ム
対
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
絶
え
ざ
る
対
立
が
継
続
し
て
い
る

（Ellis 2002: 8

）。
メ
レ
デ
ィ
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
独
立
の
幸

福
感
が
色
あ
せ
た
あ
と
、
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
多
く
の
著
作
は
ペ
シ

ミ
ズ
ム
の
見
方
に
席
巻
さ
れ
て
き
た
（M

eredith 2005a: 13-14

）。

ア
フ
リ
カ
問
題
を
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
姿
勢
で
分
析
し
て
き
た
デ

ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（B. D

avidson

）
ま
で
も
が
、
一
九
九
〇
年
代
に

は
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
述
懐

し
て
い
る
（N

ugent 2004: 8

）。
マ
ム
ダ
ニ
（M

. M
am

dani

）
が

「
こ
の
観
点
は
ア
フ
ロ
・
ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
い
う
名
前
の
傾
向
に
結
晶

化
さ
れ
て
い
る
」
と
表
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
（M

am
dani 1996: 

285

）、
マ
ー
リ
（M

urray 2000

）
が
紹
介
し
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
中
頃
以
降
、
新
し
い
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
観
点
す

な
わ
ち
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
（A

frican Renaissance

）
論
が

出
現
し
て
い
る
。
マ
ン
デ
ラ
（N

. M
andela

）
は
一
九
九
四
年
の
ア

フ
リ
カ
統
一
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
首
脳
会
議
に
お
い
て
、「
ア
フ
リ
カ
・

ル
ネ
サ
ン
ス
の
誕
生
を
阻
止
す
る
障
害
は
何
も
な
い
、
と
わ
れ
わ
れ

は
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
た
。
ム
ベ
キ
（T

. M
beki

）
が

マ
ン
デ
ラ
の
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
、
ア

フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
す
る
自
己
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し

た
（M

beki 1998

）
こ
と
は
賞
賛
さ
れ
た
（M

eredith 2005a: 676-
678

）。
ム
ベ
キ
は
他
の
指
導
者
と
と
も
に
、
ア
フ
リ
カ
開
発
の
た
め

の
新
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
）
を
立
ち
上
げ
、
ア
フ
リ

カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
創
設
に
お
い
て
主
導
性
を
発
揮
し
た
。
こ
の
二

つ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
ア
フ
リ
カ
自
身
が
主
体
性
を
奪
還
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
威
し
て
お
り
、
二
一
世
紀
初
め
の
段
階
に
お
け
る
ア

フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
思
想
の
具
現
化
で
あ
る
。

現
段
階
で
、
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
見
通
し
が
明
確
に
あ

る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
将
来
的
に
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ

ン
ス
の
可
能
性
は
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
成
功
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
基
本
的
要
因
（
必
要
条
件
）
は
、
ア

フ
リ
カ
経
済
が
外
部
か
ら
の
援
助
が
な
く
て
も
発
展
す
る
こ
と
、
と

り
わ
け
二
つ
の
経
済
大
国
す
な
わ
ち
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
南
ア
フ
リ
カ

が
発
展
し
協
力
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
ア
ー
ノ
ル
ド
は
分
析
し
て
い

る
（A

rnold 2005: 967

）。
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
旗
手
バ
ヤ
ー
ル
（J.-F. 

Bayart

）
は
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
土
着
主
義
（nativism

）

と
酷
評
し
な
が
ら
も
、
そ
の
将
来
に
つ
い
て
の
唯
一
の
確
実
性
は
ア

フ
リ
カ
が
国
際
シ
ス
テ
ム
に
参
入
す
る
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
（Bayart 2000: 267

）。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
ア
ー
ノ

ル
ド
も
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
可
能
性
へ
の
期
待
を
否
定
し
て

い
な
い
。
メ
レ
デ
ィ
ス
は
ペ
シ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
。

フ
ァ
ン
デ
ル
フ
ェ
ー
ン
は
ペ
シ
ミ
ズ
ム
だ
が
、
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ

サ
ン
ス
へ
の
期
待
を
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。「
よ

り
重
要
な
こ
と
は
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
人
が
、
政
治
家
を
含
め
て
、

ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
膨
大
な
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

を
示
し
始
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
可

否
を
決
定
す
る
も
の
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
そ
の
意
志
の
強
さ
に
か

か
っ
て
い
る
」（V

een 2004: 370

）。
レ
ー
ガ
ム
は
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ

ム
へ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
よ
り
広
範
な
ペ
シ
ミ
ズ
ム

へ
の
有
効
な
「
解
毒
剤
」
で
あ
る
。
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
を
示
す
前
進

と
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
示
す
後
退
の
現
象
が
同
時
に
進
行
し
て
い
る
の

で
、
い
ず
れ
か
を
過
大
（
過
小
）
に
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
分
析
が
求
め
ら
れ
る
。
ペ
シ
ミ
ズ
ム
か
ら
オ
プ
テ
ィ

ミ
ズ
ム
へ
の
観
点
の
移
行
、
と
り
わ
け
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の

思
想
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

４　

ア
フ
リ
カ
を
分
析
す
る
理
論

　
　
　

―
―
近
代
化
論
の
桎
梏
か
ら

　
　
　
　
　

適
切
な
理
論
枠
組
み
の
構
築
へ

ア
フ
リ
カ
を
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
の
か
。
現
代
ア
フ
リ
カ
を
分

析
す
る
理
論
枠
組
み
（theoretical fram

ew
ork

）
の
状
況
は
曖
昧
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で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
独
立
の
一
九
六
〇
年
代
当
時
、
鍵
概
念
と
主

要
理
論
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
伝
統
か
ら
近
代
へ
と
発
展
し
た
過
程

を
近
代
化
の
歴
史
過
程
と
し
て
典
型
化
し
、
進
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
よ
う
に
遅
れ
た
ア
フ
リ
カ
も
近
代
化
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
、
い
わ
ゆ
る
近
代
化
理
論
（theory of 

m
odernization

）
で
あ
っ
た
（Ellis 2002: 4-5

）。
し
か
し
近
代
化

理
論
は
必
ず
し
も
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。

た
と
え
ば
ク
ー
パ
ー
は
、
近
代
化
理
論
は
彼
ら
が
直
面
し
て
い

た
パ
ズ
ル
の
解
決
に
と
っ
て
不
適
切
で
あ
る
こ
と
に
若
干
の
論
者

が
気
づ
い
て
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
（Cooper 2000: 328

）。
す

な
わ
ち
ク
ー
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年

代
に
か
け
て
、
西
側
の
理
論
は
そ
れ
が
現
地
に
適
用
で
き
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
証
明
す
る
必
要
性
に
直
面
し
て
い
た
、
と
チ
ェ
ゲ

（M
. Chege

）
が
指
摘
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
（Chege 1997: 

136

）。
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
化
の
歴
史
は
近
代
化

理
論
が
説
明
し
た
よ
う
に
は
均
質
・
単
一
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
ア
フ
リ
カ
も
均
質
・
単
一
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
近
代
化
理

論
に
代
わ
っ
て
、
従
属
理
論
（theory of dependency

）
と
低
開

発
理
論（theory of underdevelopm

ent

）が
出
現
し
た
が（N

ugent 
2004: 5

）、
こ
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
関
係
に

つ
い
て
の
議
論
で
は
関
心
が
も
た
れ
た
も
の
の
、
ア
フ
リ
カ
問
題
に

関
係
す
る
社
会
科
学
者
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
中
頃
に
出
現
し
た
脱
植
民
地

理
論
（theory of decolonization

）
の
状
況
に
つ
い
て
、
ト
ウ
ォ

ド
ル
（M

. T
w

addle

）
は
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
脱
植
民
地
の
支
配

的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
四
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
分
類
し
、
よ
り
弁
証
法
的

形
態
の
追
求
を
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
（T

w
addle 1986

）。

一
九
八
〇
年
代
中
頃
以
降
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
理

論
（theory of post-colonialism

）
が
出
現
し
、
一
九
九
〇
年
代

中
頃
以
降
、
一
方
で
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
思
考
が
誕

生
し
、
他
方
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
論
（theory of 

globalization

）
が
登
場
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
論
も

ア
フ
リ
カ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
論
の
思
考
も
、
ア
フ
リ
カ
問
題
を
理
解
す

る
た
め
の
有
用
な
概
念
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
理
論
で
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
近
代
化
理
論
と
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
論
に
は
類
似
し
た
側
面
が
あ
る
の
で
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
論
は
近
代
化
理
論
の
現
代
版
で
あ
る
。「
近
代

化
理
論
と
同
様
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
論
は
単
一
の
概
念

枠
組
み
の
形
成
に
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
ク
ー
パ
ー
は
主
張
し

て
い
る
（Cooper 2001: 212

）。

も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
社
会
主
義
的
発
展
の
道
、
階

級
と
国
家
、
民
族
解
放
運
動
な
ど
の
事
項
に
関
す
る
分
野
で
議
論
を

展
開
し
て
き
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
（theory of M

arxism

）

の
存
在
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
中
頃
ま
で
、
た
と
え
ば
ト
リ
ウ

ル
ツ
ィ
（T

riulzi 1981

）、
ロ
ー
（Law

 1981

）、
ニ
ー
ル
（N

eale 
1985

）、
イ
ェ
ヴ
シ
ェ
ヴ
ィ
ツ
キ
（Jew

siew
icki 1989

）
な
ど
は
ア

フ
リ
カ
史
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
議
論
を
展
開
し
た
。
ニ
ー
ル

は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
ア
フ
リ
カ
史
を
め
ぐ
る
西
欧
の
思
想
を
支

配
し
続
け
る
」
と
表
現
し
た
（N

eale 1986: 120

）。
イ
ェ
ヴ
シ
ェ

ヴ
ィ
ツ
キ
は
ア
フ
リ
カ
ニ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
解
体
と
マ
ル
ク

ス
主
義
の
見
解
の
豊
穣
さ
に
つ
い
て
総
括
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
マ

ル
ク
ス
主
義
の
ア
フ
リ
カ
歴
史
研
究
に
関
す
る
重
要
な
業
績
で
あ
る

（Jew
siew

icki 1989

）。

さ
ら
に
も
う
一
点
、
社
会
史
研
究
の
分
野
の
出
現
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
研
究
の
新
た
な

分
野
と
し
て
社
会
史
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
傾
向
が
出

現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
史
の
焦
点
は
国
家
制
度
の
政

治
史
か
ら
、
社
会
と
そ
の
内
的
変
化
の
社
会
史
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Jew

siew
icki 1993

）。
フ
ィ
リ
（K

. M
. 

Phiri

）
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
ア
フ
リ
カ

史
研
究
の
進
展
を
一
九
八
七
年
に
整
理
し
、
ア
フ
リ
カ
史
研
究
を
三

つ
―
―
す
な
わ
ち
政
治
史
、
経
済
史
そ
し
て
社
会
史
―
―
に
分
類
し

て
い
る
。
フ
ィ
リ
は
社
会
史
へ
の
関
心
が
一
九
八
〇
年
代
に
登
場
し

た
こ
と
を
強
調
し
、「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
女
性
の
歴
史
は
ほ
ん
の

最
近
に
な
っ
て
重
要
な
注
目
を
受
け
始
め
た
」
と
言
及
し
た
（Phiri 

1987: 43

）。
ヴ
ァ
ン
シ
ナ
（J. V

ansina

）
は
ア
フ
リ
カ
史
の
テ
ー

マ
の
多
様
化
は
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
分
析

し
、
貧
者
、
女
性
、
農
民
、
宗
教
そ
し
て
健
康
な
ど
に
つ
い
て
の
関

心
事
項
が
「
社
会
史
」
を
構
成
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
が
も
っ
と
も
明
瞭
な
見
本
で
あ
る
、と
指
摘
し
て
い
る
（V

ansina 
1992: 86

）。

バ
ヤ
ー
ル
は
外
翻
（extraversion

）
と
長
期
（longue durée
）

の
歴
史
の
概
念
を
提
起
し
、
外
翻
の
長
い
軌
跡
に
よ
っ
て
歴
史
を
み

る
方
法
論
を
堅
持
し
て
い
る
（Bayart 2000

）。
バ
ヤ
ー
ル
は
ア
フ

リ
カ
と
世
界
の
長
い
関
係
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
エ
リ

ス
は
、「
現
在
の
ア
フ
リ
カ
と
こ
れ
ま
で
証
明
し
う
る
過
去
の
ア
フ

リ
カ
を
区
別
す
る
特
徴
を
明
確
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ア
フ
リ
カ

は
い
か
な
る
時
代
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン
に
議
論
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
」、
と
提
言
し
て
い
る
（Ellis 2002: 26

）。

い
か
な
る
分
析
枠
組
み
を
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
理
論
ア
プ

ロ
ー
チ
を
定
立
す
る
の
か
、
ア
フ
リ
カ
現
代
史
を
書
き
か
え
る
理
論

的
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

５　

民
主
主
義
の
構
築

　
　

―
―
西
欧
型
民
主
主
義
の
模
倣
か
ら

　
　
　
　

ア
フ
リ
カ
型
民
主
主
義
の
創
造
へ

ア
フ
リ
カ
は
民
主
化
（dem

ocratization

）
に
成
功
す
る
の
か
。

権
威
主
義
（authoritarianism

）
に
支
配
さ
れ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
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政
治
を
民
主
主
義
（dem

ocracy

）
に
近
づ
け
る
こ
と
が
民
主
化
で

あ
る
。
政
治
的
危
機
の
核
心
に
は
、
ア
フ
リ
カ
人
指
導
者
が
実
効

的
な
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
に
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
型
民
主
主
義

（A
frican-style dem

ocracy

）
を
創
造
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
ビ
ッ
グ
マ
ン
と
エ
リ
ー
ト
は
人
民
の
意
思
を
通
じ

て
統
治
し
な
か
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
は
新
家
産
主
義

（neo-patrim
onialism

）
の
恩
顧
（
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）

関
係
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
レ
ン
ト
・
シ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、

個
人
的
利
益
を
追
求
す
る
ビ
ッ
グ
マ
ン
の
略
奪
政
治
（predatory 

politics

）
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
て
き
た
。

西
側
諸
国
と
援
助
機
関
は
政
治
的
民
主
化
と
経
済
的
自
由
化
の
命

題
を
同
時
に
遂
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
括
の
課
題
と
し
て
ア

フ
リ
カ
諸
国
に
命
令
し
た
。
民
主
化
と
自
由
化
は
、単
純
化
す
れ
ば
、

先
進
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
後
進
ア
フ
リ
カ
の
関
係
を
固
定
化
さ
せ
た
ま
ま

で
の
、
ア
フ
リ
カ
の
西
欧
化
で
あ
る
。
し
か
し
植
民
地
主
義
が
破
綻

し
た
こ
と
は
、
植
民
地
支
配
に
よ
る
西
欧
化
が
失
敗
し
た
こ
と
を
証

明
し
た
。

必
要
な
こ
と
は
西
欧
化
で
は
な
く
、
逆
に
ア
フ
リ
カ
化
つ
ま
り
ア

フ
リ
カ
は
物
事
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

西
欧
型
民
主
主
義
を
導
入
す
る
よ
う
に
圧
力
を
加
え
る
西
側
の
試
み

は
成
功
し
な
い
。
世
界
の
ど
こ
に
で
も
適
用
で
き
る
普
遍
的
な
民
主

主
義
の
像
を
描
き
、
そ
れ
を
ア
フ
リ
カ
に
適
用
す
る
こ
と
ほ
ど
危
険

な
こ
と
は
な
い
。
ア
フ
リ
カ
が
主
体
的
に
民
主
主
義
を
導
入
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
民
主
主
義
は
ア
フ
リ
カ
の
や
り
方
で

採
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
内

容
、
実
践
と
様
式
が
ア
フ
リ
カ
的
民
主
主
義
す
な
わ
ち
ア
フ
リ
カ
の

社
会
、
伝
統
、
文
化
、
政
治
経
済
に
基
づ
い
た
ア
フ
リ
カ
型
民
主
主

義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
に
お
い

て
民
主
主
義
が
意
味
を
も
つ
た
め
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と
が
生

活
の
改
善
の
た
め
の
政
治
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
、
権
威
主
義
と
独

裁
の
支
配
に
終
止
符
を
う
つ
こ
と
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
的
要
因
に
基

づ
い
て
ア
フ
リ
カ
型
民
主
主
義
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。

民
主
化
と
の
関
連
で
、
政
党
制
度
（
一
党
制
と
多
党
制
）
の
問
題

は
重
要
で
あ
る
。
多
党
制
す
な
わ
ち
民
主
主
義
で
は
な
い
。
多
く
の

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
独
立
後
暫
く
の
間
、
西
欧
型
の
政
治
制
度
を
模
倣

し
た
の
で
、
多
党
制
（m

ulti-party system

）
を
一
旦
は
採
用
し

た
。
独
立
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
民
族
主
義
的
指
導
者
は
や
が
て
権
威
主

義
的
大
統
領
に
な
り
、
国
民
国
家
を
建
設
し
国
民
統
合
を
促
進
す
る

た
め
と
い
う
口
実
の
も
と
一
党
制
（one-party system

）
を
導
入

し
た
。
権
威
主
義
的
支
配
者
は
独
裁
的
支
配
を
維
持
し
野
党
の
活
動

を
抑
圧
す
る
た
め
に
一
党
制
を
利
用
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
中
頃
に

は
、
一
党
制
は
支
配
的
な
政
党
制
度
に
な
っ
て
い
た
。
ア
フ
リ
カ
社

会
主
義
を
支
持
し
た
若
干
の
指
導
者
は
、
一
党
制
の
も
と
で
も
選
挙

を
し
、
一
党
制
民
主
主
義
を
建
設
で
き
る
と
議
論
し
た
。
一
党
制
は

一
九
八
〇
年
代
末
ま
で
堅
固
に
み
え
た
。

し
か
し
一
九
八
九
年
か
ら
の
民
主
化
の
過
程
に
お
い
て
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
は
多
党
制
を
再
導
入
し
た
。
一
九
九
一
年
五
月
に
開
催
さ
れ

た
ア
フ
リ
カ
政
治
学
会
研
究
大
会
に
お
い
て
、
ニ
オ
ン
ゴ
（P. A

. 
N

yong ’o

）
は
「
一
党
国
家
と
そ
の
擁
護
者
」
に
つ
い
て
報
告
し
た

（N
yong ’o 1992: 1-8

）。
多
党
制
が
民
主
化
に
貢
献
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
問
題
で
あ
り
、
多
党
制
を
導
入
し
た
諸
国
は
民
主
主
義
諸
国

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
。
民
主
主
義
と
政
党
制
度

の
関
係
は
再
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

部
族
と
民
族

　
　
　

―
―
他
者
批
判
の
否
定
的
部
族
論
か
ら

　
　
　
　
　

相
互
理
解
の
積
極
的
民
族
論
へ

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
部
族
と
部
族
主
義
は
ど
の
よ
う
に
誕
生
し

た
の
か
。
部
族
と
部
族
主
義
は
植
民
地
主
義
の
産
物
で
あ
る
。
民
族

（ethnicity or nation

）、
部
族
（tribe

）、
部
族
主
義
（tribalism

）

に
関
す
る
研
究
は
比
較
的
新
し
い
研
究
分
野
に
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ

イ
ル
（V

ail 1989

）
編
『
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
部
族
主
義
の
創

造
』
は
、
一
九
世
紀
以
前
の
歴
史
記
録
に
お
い
て
部
族
は
ほ
と
ん
ど

存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
部
族
主
義
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た

こ
と
、
部
族
主
義
は
創
造
（creation

）
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
た

（Etherington 1990: 153-155

）。
こ
う
し
た
研
究
に
よ
っ
て
「
部

族
主
義
が
ま
っ
た
く
の
と
こ
ろ
植
民
地
主
義
の
発
明
（invention

）

で
あ
っ
た
こ
と
」（Phiri 1987: 38

）
は
明
確
で
あ
る
。

植
民
地
時
代
、
原
住
民
統
治
機
関
（native authority
）
体
制
を

確
立
す
る
過
程
に
お
い
て
、
植
民
地
行
政
官
は
原
住
民
を
統
治
す
る

可
能
な
単
位
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
、
そ
れ
が
部
族
で
あ
る
。
タ
ン

ガ
ニ
ー
カ
の
あ
る
州
知
事
が
一
九
二
六
年
に
「
各
部
族
は
明
確
な
単

位
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
を
メ
レ

デ
ィ
ス
は
引
用
し
て
い
る
（M

eredith 2005a: 154

）。
植
民
地
行

政
機
関
に
よ
っ
て
植
民
地
統
治
の
代
理
人
（agent

）
と
し
て
任
命

さ
れ
た
首
長
（chief

）
が
民
族
集
団
（ethnic group

）
す
な
わ
ち

部
族
（tribe

）
の
象
徴
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
植
民
地
主
義
は
植
民

地
支
配
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
部
族
間
の
敵
対
と
嫌
疑
を
悪
化
さ

せ
、
対
立
と
嫌
疑
は
独
立
後
も
継
続
さ
れ
た
（A

rnold 2005: 71

）。

レ
イ
ン
ジ
ャ
ー（T

. Ranger

）は「
部
族
を
発
明
し
た（inventing

）」

（Ranger 1983

）
と
表
現
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
「
部
族
を
生
産

し
た
（m

anufactured

）」（N
ugent 2004: 3

）
と
表
現
し
た
。

こ
れ
ま
で
部
族
と
部
族
主
義
は
否
定
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
と
り
わ
け
国
民
国
家
建
設
の
過
程
に
お
い
て
、
部
族
と
部
族
主

義
の
存
在
は
国
民
形
成
の
障
害
で
あ
る
、
紛
争
の
主
た
る
要
因
の
一

つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。「
民
族
的
」
指
導
者
は
野
党
を
し
ば

し
ば
「
部
族
的
」
と
攻
撃
し
た
の
で
、
野
党
指
導
者
は
「
民
族
的
」

指
導
者
を
「
部
族
的
」
と
非
難
し
た
。
彼
ら
は
部
族
と
い
う
言
葉
を

他
者
批
判
の
常
套
句
と
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
最
近
で
は
、
部
族
を
肯
定
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
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新
た
な
思
考
の
傾
向
が
で
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、「
二
〇

世
紀
末
ま
で
に
、
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
民
族
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
形
成
で
き
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
民
族
に
は
積
極
的
側
面
が
あ
る
こ
と
を
喜
ん
で
承
認
す

る
動
き
が
あ
る
」「
伝
統
的
指
導
者
は
社
会
的
緊
張
を
緩
和
す
る
こ

と
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
」
と
指
摘
し
て
い
る

（N
ugent 2004: 484, 487

）。
こ
れ
は
積
極
民
族
理
論
（theory of 

positive ethnicity

）、
す
な
わ
ち
対
立
を
緩
和
し
紛
争
を
解
決
し
国

民
（nation

）
を
形
成
す
る
た
め
に
は
民
族
（ethnicity

）
の
積
極

的
側
面
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
招
来

し
て
い
る
。

独
立
以
降
、
伝
統
的
制
度
は
か
な
り
自
己
改
革
し
、
首
長
は
威
信

を
保
持
し
、
伝
統
と
首
長
は
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
出
現
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
唯
一
の
例
外
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
で

あ
り
、
ニ
エ
レ
レ
政
権
は
伝
統
的
制
度
を
完
全
に
廃
絶
し
た
、
と
紹

介
し
て
い
る
（N

ugent 2004: 136

）。
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
議
論
が

正
し
い
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
今
日
の
民
主
化
の
過
程
に
お
い
て
、

伝
統
制
度
と
首
長
勢
力
の
役
割
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。

民
族
集
団
間
の
平
等
を
促
進
す
る
た
め
の
一
つ
の
実
験
は
エ
チ
オ

ピ
ア
に
お
け
る
連
邦
制
度
に
み
ら
れ
る
。
地
域
を
付
与
さ
れ
た
各
民

族
体
（nationality

）
あ
る
い
は
各
民
族
（ethnicity

）
は
分
離
の

権
利
を
含
め
て
、
無
条
件
の
自
決
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（N

ugent 

2004: 487

）。
民
族
連
邦
制
度
す
な
わ
ち
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
民

族
集
団
の
連
邦
制
度
の
実
験
に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

（T
urton 2006

）。

７　

国
境
線
神
聖
論
の
崩
壊

　
　
　

―
―
現
状
維
持
の
固
執
か
ら

　
　
　
　
　

国
境
線
変
更
の
ル
ー
ル
作
り
へ

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
境
線
は
神
聖
不
可
侵
か
。
国
境
線
に
つ
い

て
の
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
植
民

地
の
遺
産
と
し
て
継
承
さ
れ
た
国
境
線
（boundary

）
は
、
現
状
維

持
（uti possidetis

）
の
原
則
が
適
用
さ
れ
、
神
聖
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
国
境
線
を
変
更
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
は
一
九
六
四

年
の
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
首
脳
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。

首
脳
会
議
は
国
境
紛
争
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し
、
継
承
さ
れ
た
国

境
線
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
加
盟
国
に
要
請
し
た
。
国
境
線
は
変
更

し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
政
府
の
実
効
的
支
配
の
如
何
に
関
係

な
く
、
ア
フ
リ
カ
の
す
べ
て
の
存
在
は
領
域
的
存
在
と
し
て
国
際
社

会
か
ら
承
認
さ
れ
た
。
か
く
し
て
法
律
国
家
（juridical state

）
の

議
論
が
登
場
し
た
。
一
九
九
一
年
、
ア
フ
リ
カ
独
立
三
〇
周
年
を
記

念
し
た
論
考
に
お
い
て
、
リ
マ
ー（D

. Rim
m

er

）
は
ア
フ
リ
カ
の
国

境
線
の
永
続
性（durability

）を
強
調
し
た（Rim

m
er 1991b: 93

）。

エ
リ
ト
リ
ア
が
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
一
九
九
三
年
に
分
離
独
立
し
た

際
、
多
く
の
論
者
は
エ
リ
ト
リ
ア
の
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
の
分
離
独
立

は
例
外
的
事
例
で
あ
る
と
分
析
し
た
が
、
こ
れ
を
Ｏ
Ａ
Ｕ
原
則
か
ら

の
逸
脱
で
あ
る
と
分
析
し
た
論
者
も
い
た
（N

ugent 2004: 440

）。

ス
ー
ダ
ン
の
南
北
内
戦
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
二
〇
〇
五
年
一
月
に

締
結
さ
れ
た
包
括
和
平
協
定
は
、
ス
ー
ダ
ン
南
部
の
人
び
と
の
自
決

権
を
承
認
し
、
南
部
の
人
び
と
は
協
定
の
六
年
後
に
実
施
さ
れ
る
国

民
投
票
に
よ
っ
て
独
立
の
権
利
を
も
つ
こ
と
を
承
認
し
た
。
国
際
社

会
が
こ
の
協
定
を
承
認
し
た
こ
と
は
、
植
民
地
に
由
来
す
る
国
境
線

は
も
は
や
神
聖
で
は
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
ア
フ
リ
カ
で
も
国
境
線
は

変
更
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
境
界
紛
争
の
根
源
は
植
民
地

列
強
が
決
定
し
た
人
工
的
で
不
自
然
な
境
界
線
に
遡
る
。
国
境
線
を

め
ぐ
る
紛
争
は
数
多
く
あ
る
。ラ
レ
モ
ン（R. R. Larém

ont

）は「
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
国
境
線
が
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
で
引
き
直
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」（Larém

ont 2005: 28

）
と
二
〇
〇
五

年
に
指
摘
し
た
。
国
境
線
が
変
更
可
能
な
時
代
に
お
け
る
国
境
線
画

定
の
新
し
い
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
の
事
例
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
つ
て
の
イ
ギ

リ
ス
領
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
、
現
在
の
ソ
マ
リ
ア
の
北
部
、
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド

は
一
九
九
一
年
に
独
立
を
宣
言
し
た
が
、
国
際
社
会
か
ら
承
認
さ
れ

て
い
な
い
。
エ
リ
ト
リ
ア
の
独
立
が
承
認
さ
れ
た
の
に
、
ソ
マ
リ
ラ

ン
ド
の
独
立
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
。
実
際
、

ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
は
民
主
的
国
家
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

８　

ア
フ
リ
カ
資
本
主
義

　
　
　

―
―
ケ
ニ
ア
論
争
の
教
訓
と

　
　
　
　
　

資
本
主
義
論
争
の
貧
困

ア
フ
リ
カ
資
本
主
義
（A

frican capitalism

）
の
性
格
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
性
格
を
め
ぐ
る
議
論

は
「
ケ
ニ
ア
論
争
」
と
呼
ば
れ
た
。
低
開
発
理
論
や
従
属
理
論
の
支

持
者
は
、
ケ
ニ
ア
は
外
国
資
本
に
支
配
さ
れ
て
い
る
、
ケ
ニ
ア
は
新

植
民
地
主
義
的
な
従
属
の
典
型
事
例
で
あ
る
、
と
分
析
し
た
。
リ
ー

ズ
（C. Leys

）
は
、
ケ
ニ
ア
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
進
歩
的
役
割

を
担
っ
た
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー（national bourgeoisie

）で
あ
っ

た
が
、
現
地
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
（indigenous bourgeoisie

）
は
持

続
的
な
資
本
主
義
発
展
を
産
み
だ
す
歴
史
的
使
命
の
遂
行
に
失
敗
し

た
、
と
議
論
し
た
（Leys 1975

）。
議
論
の
適
否
は
別
に
し
て
、
ケ

ニ
ア
論
争
は
ア
フ
リ
カ
資
本
主
義
論
争
と
し
て
は
有
意
義
で
あ
っ

た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
、
ア
フ
リ
カ
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
め

ぐ
る
論
争
は
低
調
で
あ
る
。
冷
戦
が
終
わ
り
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
進
行
す
る
現
在
、
再
度
、
ア
フ
リ
カ
資
本
主
義
の
性
格
と

様
式
に
関
す
る
議
論
を
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
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９　

ア
フ
リ
カ
社
会
主
義

　
　
　
―
―
社
会
主
義
の
精
神
と
資
本
主
義
の
資
金

ア
フ
リ
カ
に
社
会
主
義
は
存
在
し
た
の
か
。
ア
フ
リ
カ
現
代
史
を

め
ぐ
る
論
争
の
最
大
の
テ
ー
マ
の
一
つ
は
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
論
争

で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は

「
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
は
首
尾
一
貫
性
が
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈

さ
れ
た
、
曖
昧
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ポ
プ
リ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」

と
描
写
し
た
（N

ugent 2004: 146

）。「
社
会
主
義
は
精
神
の
持
ち

方
（attitude of m

ind

）
で
あ
る
」
と
ニ
エ
レ
レ
が
い
み
じ
く
も
述

べ
た
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
は
概
念
そ
の
も
の
が
漠
然
と
し

て
い
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
の
政
治
家
と
役
人
は
社
会
主
義
の
精
神

に
つ
い
て
説
教
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
資
本
主
義
に
基
づ
い
て
現

実
の
政
策
を
遂
行
し
た
。
端
的
に
い
え
ば
、
資
本
主
義
の
資
金
で
社

会
主
義
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（A

rnold 2005: 157

）。

社
会
主
義
は
、
社
会
科
学
の
学
術
用
語
で
い
う
、
資
本
主
義
に
対

抗
す
る
概
念
で
は
な
か
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
は
社
会
主
義

精
神
の
持
ち
方
と
資
本
主
義
の
資
金
か
ら
な
る
混
成
概
念
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
の
成
立
要
件
（
基
準
）
と

し
て
、
自
助
、
国
家
、
社
会
的
平
等
、
大
衆
の
参
加
を
列
挙
し
た

（N
ugent 2004: 139-140

）
が
、
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ

に
社
会
主
義
国
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
自
助
は
な
く
、

開
発
も
な
く
、
参
加
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
に
関
し
て
は
、「
ア
フ
リ
カ
社
会
主

義
」（A

frican socialism

）
と
「
科
学
的
社
会
主
義
」（scientific 

socialism

）
と
い
う
二
つ
の
表
現
が
使
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
つ

の
相
違
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
無
意
味
で
あ
る
。

ガ
ー
ナ
の
ン
ク
ル
マ
（K

. N
krum

ah

）
は
「
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
」

を
非
難
し
、「
科
学
的
社
会
主
義
」
が
「
正
し
い
道
」
で
あ
る
と
「
決

定
」
し
た
。
コ
ン
ゴ
の
ン
グ
ア
ビ
（M

. N
gouabi

）
は
ア
フ
リ
カ
社

会
主
義
と
は
距
離
を
お
き
、
社
会
主
義
は
一
つ
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン

ゲ
ル
ス
が
形
成
し
た
科
学
的
社
会
主
義
だ
け
で
あ
る
、
と
「
宣
言
」

し
た
。
ベ
ナ
ン
の
ケ
レ
ク
（M

. K
érékou

）
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
を
政
権
の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
「
規
定
」
し
た
。
一

般
的
に
い
え
ば
、「
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
」
は
社
会
主
義
と
し
て
の

概
念
が
曖
昧
で
あ
り
、「
科
学
的
社
会
主
義
」
は
社
会
主
義
と
関
係

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

大
統
領
が
社
会
主
義
を
宣
言
す
れ
ば
、
そ
の
国
は
ア
フ
リ
カ
社
会

主
義
国
あ
る
い
は
科
学
的
社
会
主
義
国
に
な
っ
た
。
し
か
し
ガ
ー

ナ
、
コ
ン
ゴ
、
ベ
ナ
ン
な
ど
は
一
度
も
社
会
主
義
国
に
な
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
と
科
学
的
社
会
主
義

に
つ
い
て
の
分
析
者
の
説
明
は
大
雑
把
で
混
乱
し
て
い
た
。
オ
ッ
タ

ウ
エ
イ
（O

ttaw
ay and O

ttaw
ay 1981

）
は
ア
フ
リ
カ
共
産
主
義

（A
fro-com

m
unism

）
を
議
論
し
、
ソ
ー
ル
（Saul 1985

）
は
ア
フ

リ
カ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
（A

fro-M
arxism

）
に
言
及
し
、
ケ
ラ
ー

と
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
著
書
（K

eller and Rothchild 1987

）
は

ア
フ
リ
カ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
政
権
に
つ
い
て
解
説
し
、
ヒ
ュ
ー
ズ

（H
ughes 1992

）
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
撤
退
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
こ
う
し
た
議
論
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
社
会
主
義

の
概
念
を
社
会
科
学
の
学
術
用
語
と
し
て
厳
密
に
適
用
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
社
会
主
義
に
お
け
る
「
社
会
主
義
」
の
用

語
は
た
ん
な
る
修
辞
（
レ
ト
リ
ッ
ク
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

10　

ウ
ジ
ャ
マ
ー
社
会
主
義
の
実
験

　
　
　

―
―「
新
鮮
な
空
気
」
か「
不
快
な
悪
臭
」
か

ウ
ジ
ャ
マ
ー
社
会
主
義
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
ア
フ
リ
カ
社
会
主

義
の
テ
ー
マ
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
ニ
エ
レ
レ
の
社
会
主
義
思

想
、
そ
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
ウ
ジ
ャ
マ
ー
社
会
主
義
の
実
験

で
あ
っ
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
支
配
政
党
、
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
・
ア
フ
リ

カ
民
族
同
盟
（
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｕ
）
は
、
ニ
エ
レ
レ
が
提
起
し
た
社
会
主
義

の
精
神
と
原
則
を
規
定
す
る
ア
ル
ー
シ
ャ
宣
言
を
一
九
六
七
年
に
支

持
し
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
社
会
主
義
国
に
な
っ
た
。
ニ
エ
レ
レ
は
ウ

ジ
ャ
マ
ー
村
づ
く
り
計
画
が
自
発
的
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
ニ
エ
レ
レ
政
権
は
ウ
ジ
ャ
マ
ー
運
動
を
奨
励
し
た
が
、
進
捗
は

遅
か
っ
た
。
そ
こ
で
ニ
エ
レ
レ
は
人
び
と
を
誘
導
し
、
最
終
的
に
は

強
制
力
を
行
使
し
て
人
び
と
を
動
員
し
た
の
で
、
計
画
の
実
践
は
破

綻
し
た
。
共
同
耕
作
の
思
考
も
社
会
主
義
の
戦
略
も
な
か
っ
た
。
タ

ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
ニ
エ
レ
レ
が
開
始
し
た
方
針
に
誰
も
文
句
を
い
う

者
は
い
な
か
っ
た
、
と
メ
レ
デ
ィ
ス
は
述
懐
し
て
い
る
（M

eredith 
2005a: 256-257

）。
ア
ー
ノ
ル
ド
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ニ
エ
レ
レ
は

社
会
主
義
が
実
際
に
達
成
し
た
こ
と
に
関
し
て
議
論
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
、
最
終
的
に
失
敗
し
た
け
れ
ど
も
、
ニ
エ
レ
レ
の
社
会
主

義
の
信
念
は
大
陸
の
「
新
鮮
な
空
気
」
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
た

（A
rnold 2005: 279

）。

実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
社
会
主
義
政
策

を
導
入
し
な
か
っ
た
。
ウ
ジ
ャ
マ
ー
村
づ
く
り
政
策
は
社
会
主
義
的

生
産
様
式
を
導
入
し
な
い
で
、
単
に
新
し
い
村
を
作
る
計
画
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
の
ウ
ジ
ャ
マ
ー
政
策
も
実
際
の
と
こ
ろ
完
全
に
失
敗

し
、
多
大
の
経
済
的
人
的
損
害
を
残
し
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
社

会
主
義
政
策
に
つ
い
て
総
括
を
せ
ず
、
ニ
エ
レ
レ
は
社
会
主
義
の
終

わ
り
に
つ
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
。「
ア
ル
ー
シ
ャ
宣
言
が
開
発
の

青
写
真
と
し
て
公
式
に
放
棄
さ
れ
た
の
は
、
社
会
主
義
の
実
験
が
始

ま
っ
て
二
三
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
メ
レ
デ
ィ
ス
は
記
述
し
て

い
る
（M

eredith 2005a: 373

）。
今
日
で
も
ニ
エ
レ
レ
と
そ
の
社

会
主
義
を
賞
賛
す
る
人
び
と
は
い
る
。
し
か
し
、
ウ
ジ
ャ
マ
ー
政
策

の
被
害
を
受
け
た
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
ウ
ジ
ャ
マ
ー
の
風
は

「
新
鮮
な
空
気
」
で
は
な
く
、「
不
快
な
悪
臭
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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11　

新
植
民
地
主
義

　
　
　

―
―
従
属
状
態
は
今
も
昔
も
継
続
す
る

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
植
民
地
主
義
は
廃
絶
さ
れ
た
の
か
。

一
九
六
〇
年
代
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
独
立
し
た
け
れ
ど
も
、
経
済
的

束
縛
は
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
、
独
立
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
旧
植
民
地

列
強
や
先
進
国
に
従
属
し
て
い
る
、
と
い
う
議
論
が
新
植
民
地
主
義

理
論
（theory of neo-colonialism
）
で
あ
る
。
現
在
、
先
進
国
主

導
の
国
際
シ
ス
テ
ム
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
新
植
民

地
主
義
で
あ
り
、
新
植
民
地
主
義
は
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
援
助
供

与
国
の
原
則
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
手
段
、
主
と
し
て
経
済
的
関

係
を
通
し
て
、
西
側
先
進
国
の
ア
フ
リ
カ
支
配
は
継
続
し
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
末
、
新
植
民
地
主
義
的
状
況
は
強
化
さ
れ
た
。
と
い

う
の
は
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と
世
界
銀
行
（
Ｗ
Ｂ
）
そ
し

て
主
要
援
助
供
与
諸
国
が
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
的
統
制
を
強
化

し
た
か
ら
で
あ
る
。

新
植
民
地
主
義
と
い
う
批
判
は
旧
イ
ギ
リ
ス
領
植
民
地
よ
り
も
旧

フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
に
妥
当
し
て
い
る
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は

言
及
し
て
い
る
（N

ugent 2004: 49

）。
し
か
し
バ
ヤ
ー
ル
に
言
わ

せ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
に
対
し
て
本
当
の
大
陸
政
策
を
も
と
う
と
し

て
い
る
唯
一
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
こ
そ
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
（Bayart 

2000: 230

）。
新
植
民
地
主
義
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の

ど
ち
ら
が
強
固
で
あ
る
の
か
、
な
ど
と
議
論
し
て
も
生
産
的
で
は
な

い
。
新
植
民
地
主
義
の
政
治
的
経
済
的
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
分
析

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ア
ジ
ァ
イ
（J. F. A

de A
jayi

）
は
「
新

植
民
地
主
義
と
は
、
政
治
的
独
立
が
ア
フ
リ
カ
人
民
の
国
際
社
会
と

り
わ
け
旧
宗
主
国
列
強
へ
の
従
属
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
ア

フ
リ
カ
の
人
民
が
自
分
自
身
の
事
柄
を
自
己
管
理
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
、
含
意
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（A

jayi 1997: 42

）。

次
の
定
義
は
有
効
で
あ
る
。「
新
植
民
地
主
義
と
い
う
用
語
は
、

元
植
民
地
に
対
す
る
い
ず
れ
か
の
そ
し
て
す
べ
て
の
形
態
の
支
配
に

関
し
て
広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
広
義
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の

用
語
は
、
い
わ
ゆ
る
第
三
世
界
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
圧
力

の
下
で
、
独
立
し
た
経
済
的
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」（A

shcroft et 
al. 1998: 163

）。
新
植
民
地
主
義
の
「
見
え
ざ
る
手
」
に
関
す
る
ロ

ザ
ー
ム
ン
ド
（D

. Rotherm
und

）
の
結
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
こ
の
見
え
ざ
る
手
は
外
側
か
ら
の
み
異
種
の
経
済
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
の
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
経
済
は
異
種
の
ま

ま
で
あ
り
、
多
様
性
を
欠
如
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
影
響
を
受
け

た
人
び
と
に
と
っ
て
、
世
界
市
場
の
「
見
え
ざ
る
手
」（invisible 

hand
）
は
新
植
民
地
主
義
の
「
隠
さ
れ
た
手
」（hidden hand

）
の

よ
う
で
あ
る
」（Rotherm

und 2006: 273

）。

12　

援
助
は
先
進
国
の
免
罪
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―
―
援
助
継
続
か
ら
援
助
脱
出
へ

先
進
国
は
な
ぜ
ア
フ
リ
カ
を
援
助
す
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
膨
大
な

量
の
援
助
が
投
入
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
援
助
が
失
敗
し
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
は
援
助
依
存
か
ら
脱
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
ア
ー
ノ
ル
ド
は
主
張
し
て
い
る
（A

rnold 2005: 
927

）。
援
助
は
経
済
開
発
を
支
援
せ
ず
、
む
し
ろ
腐
敗
を
助
長
し

依
存
を
深
化
さ
せ
、
構
造
調
整
計
画
（
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
は
顕
著
な
経
済
成

長
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｐ
が
急
速
な
開
発
を
も
た
ら
さ
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
社
会
的
結
果
は
ど
う
な
る
の
か
が
問
題
で

あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
も
と
で
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
援
助
供
与
国
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｐ
は
ア
フ
リ
カ
の
開
発
潜
在
力
を
引
き

出
す
こ
と
に
失
敗
し
た
（N

ugent 2004: 334-336

）。
三
〇
〇
〇
億

ド
ル
の
西
側
の
援
助
が
ア
フ
リ
カ
に
投
下
さ
れ
た
が
、
確
認
で
き

る
よ
う
な
効
果
は
な
か
っ
た
、
と
メ
レ
デ
ィ
ス
は
指
摘
し
て
い
る

（M
eredith 2005a: 683

）。
フ
ァ
ン
デ
ル
フ
ェ
ー
ン
は
「
よ
り
一
般

的
に
は
、
彼
ら
（
国
際
通
貨
基
金
と
世
界
銀
行
）
は
彼
ら
の
経
済
戦

略
が
経
済
進
歩
の
達
成
目
標
に
到
達
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
を

認
め
た
」
と
記
述
し
て
い
る
（V

een 2004: 303

）。
援
助
が
失
敗
し

た
こ
と
に
関
す
る
一
般
的
見
解
は
正
し
い
。

現
在
の
国
際
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
先
進
国
が
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
シ
ス
テ
ム
を
継
続
す
る
の
は
、
彼
ら
の
国
益
で

あ
る
経
済
的
既
得
権
益
す
な
わ
ち
補
助
金
と
関
税
障
壁
を
維
持
す
る

た
め
で
あ
る
。
メ
レ
デ
ィ
ス
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
先
進

国
は
ア
フ
リ
カ
の
生
産
者
の
努
力
を
無
力
化
す
る
た
め
に
補
助
金
と

関
税
障
壁
の
体
制
を
操
作
し
て
い
る
。
農
業
補
助
金
の
総
額
は
一
日

一
〇
億
ド
ル
、
一
年
三
七
〇
〇
億
ド
ル
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ

全
体
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
総
額
を
超
え
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ

諸
国
の
生
産
物
は
先
進
世
界
が
課
し
て
い
る
関
税
障
壁
に
直
面
し
て

お
り
、
先
進
国
は
ア
フ
リ
カ
の
製
品
を
先
進
国
市
場
か
ら
実
質
的
に

締
め
出
し
て
い
る
（M

eredith 2005a: 684

）。
こ
れ
は
援
助
が
先

進
国
の
経
済
特
権
を
守
る
た
め
の
免
罪
符
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

援
助
か
ら
脱
出
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
り
、
当
事
者
に

よ
っ
て
、
そ
の
回
答
は
違
っ
て
い
る
。
先
進
国
は
援
助
か
ら
脱
出
で

き
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
援
助
は
先
進
国
有
利
の
不
公
正
な
国
際
経
済

シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策
で
あ
り
、
補
助
金
と
関
税
は
先

進
国
の
農
家
が
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
支
配
エ
リ
ー
ト
は
援
助
か
ら
脱
出
で
き
な
い
、
な
ぜ

な
ら
、
援
助
は
彼
ら
が
権
力
を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
大
多
数
の
人
び
と
は
援
助
か
ら
脱
出

で
き
る
、
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
援
助
な
し
で
も
日
常
生
活
は
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
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援
助
と
の
関
連
に
お
い
て
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
援
助
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
援
助
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に
憤
慨
す
る
国
も
あ
れ
ば
、
歓
迎
す
る

国
も
あ
る
。
援
助
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
評
価
に
つ
い
て
は
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か

に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
援
助
が
人
び
と
の
生
活
改
善
の
た
め
に
貢
献
し
て
い

る
事
例
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
方
、
否
定
的
に
機
能
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
「
一
般
的
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ

ア
ル
国
家
の
弱
化
に
貢
献
し
て
き
た
」（N

ugent 2004: 357

）
と
い

う
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
論
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
フ
リ
カ
独
立
五
〇
年
を
迎
え
て
、
ア
フ
リ
カ
現
代
史
を
再
考
す

る
動
き
が
世
界
で
も
日
本
で
も
進
行
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ

た
論
点
は
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
議
論
し
直
す
べ
き
テ
ー
マ
と
論
点
、

検
証
す
べ
き
事
件
と
出
来
事
は
多
岐
に
わ
た
る
。
本
格
的
な
議
論
と

分
析
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

◉
付
記

　
　
　

本
稿
は
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
フ
リ
カ
独
立
五
〇

年
を
考
え
る
」（
二
〇
〇
八
年
五
月
二
四
日
）に
お
け
る
報
告（M

asahisa 
K

aw
abata, R

ew
riting a Contem

porary H
istory of A

frica, M
ay 

2008, Research Institute for Social Sciences, Ryukoku U
ni-

versity

）
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

概
要
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
ア
フ
リ
カ
独
立
五
〇
年
を

考
え
る
』」（『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
七
三
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
五
七

―
六
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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